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自 己 評 価 学校関 係者評価 次年度への課題と
重 点 課 重点目 標 評価指数と活動計画 評 価 学 校関係 者の意見 今後の改善方策
題

評 価 指 数 評 価 指数 の達 成 度 総合評定 〈自己評価結果について〉 〈課題 〉
確 主 体 的 に Ａ適切である 25.0 %
か 粘 り 強 く ○「今日のめあて」を必ず板書し、本時の目標を確認している。 Ａ 31.3 % (評 定 ) Ｂ Ｂ概ね適切である 75.0 % ① 教職員の負 担感を増やさずに継続した研修を
な 学 習 に 取 ○授業の終わりに本時の振り返りの時間をとっている。 Ｂ 62.5 % (所 見 ) Ｃ適切でない 0.0 % 計画的に展開するかが課題である。
学 り 組 む 生 ○ 深 い 理 解 や 考 え の 形 成 ・ 再 構 築 を 促 す ペ ア ・ グ ル ー プ 活 Ｃ 6.2 % 主 体 的 に 学 習 に 取 り ② 個 人 端 末 や そ の 通 信 環 境 の 不 備 や
力 徒の育成 動 等 を 行 っ て い る 。 組 む 生 徒 の 育 成 に 力 を 様 々 な 工夫 を し て 、 先生 不 具 合 に よ り 活 用 が 十 分 に で き な か
の ○ ICT活用、板書、ノート指導、発問の仕方等に工夫と改善を加えている。 入 れ て き た つ も り だ っ 方 が 学 力 向 上 に 携 わ っ て っ た が 、 タ ブ レ ッ ト が i P a d に な っ
育 ○ 校内研修 を実施し 、授業力向上に努めている。 た が 、 凡 事 徹 底 が 及 ば く れ て い る こ と が よ く わ た の を 機 会 に ど の よ う な 研 修 を 行 う
成 ○ 指導と評価の一体化を図り、学習評価を適切に行っている。 ず 、 全 体 的 に 教 師 の 意 か る 。 提 出 物 や 学 習 時 間 かが課 題である。

気 は 下 が っ て い る 。、 生 の 確 保 な ど 、 も う 少 し 、 ③ 職 場 体 験 や 外 部 講 師 を 招 い て の 講
○ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 の 趣 旨 を 全 教 職 員 が 共 通 理 解 し Ａ 0.0 % 徒 の ア ン ケ ー ト で 提 出 子 ど も た ち 自 身 の 行 動 が 演 等 か ら の 学 び を い か に 社 会 や 人 生
て い る 。 Ｂ 68.8 % 物の徹底に課題が残る。 向上してほしいと感じた。 と結び つけていくかが課題である。
○ 個 人 端 末 を 活 用 し た 授 業 が 展 開 さ れ て い る 。 Ｃ 31.2 % し か し な が ら 将 来 の 生
○ 個 人 端 末 を 家 庭 で の 学 習 に 活 用 さ せ て い る 。 き 方 や 体 験 活 動 に つ い 〈今後の改善策について〉 〈改善 方策〉

て 考 え さ せ ら れ る 授 業 Ａ適切である 50.0 %
○ 全体計画に基づき、組織的・計画的にキャリア教育に取り組んでいる。 Ａ 31.2 % が あ る こ と や 、 職 場 体 Ｂ概ね適切である 50.0 % ① 校 内 研 修 の あ り 方 に つ い て 検 討 と
○ 地域・保護者と協働し、有意義な職場体験を実施している。 Ｂ 68.8 % 験 等 の キ ャ リ ア 教 育 が Ｃ適切でない 0.0 % と も に 、 凡 事 徹 底 を 推 奨 す る し く み
○ 将来の夢や希望の実現のための進路相談を丁寧に行っている。 Ｃ 0.0 % 充 実 し て い る こ と も 生 タ ブ レ ット の 使 用 に あた を学校 の中で定着させたい。
○ 外部講師等を招いて職業講話等を実施している。 徒たちは理解している。 り 、 様 々 な 問 題 点 が あ る ② G I G Aス ク ー ル 関 連 の 各 種 研 究 会 や
○ 今の学びを社会や人生と結びつけ、学ぶことの意味を考えさせている。 G I G A ス ク ー ル 端 末 に つ の で 子 ど も た ち の 指 導 を 研 修 会 に 積 極 的 に 参 加 し 教 職 員 個 々

いては、 工 夫 し て ほ し い 。 紙 に 書 の 知 識 技 能 を 高 め る と と も に 、 先 進
活 動 計 画 活 動 計画 の実 施 状況 新 し い 端 末 で の 今 後 に く た め の 筆 圧 の 問 題 や 書 校 の 取 り 組 み 等 を 参 考 に し て 本 校 の

期待したい。 い た も の を 見 返 す 等 の 点 活用方 針を作成する。
① 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 の 実 現 に 向 け た 授 業 改 善 の 推 校 内 研 修 で 意 で 問 題 は な い の か 検 討 し ③ 将 来 を え が く 力 を 身 に つ け さ せ る
進 識 改革をした。 ていただきたい。 た め に キ ャ リ ア 教 育 を 軸 に 据 え た カ

学 力 の 向 上 に 向 け て 、 リ キ ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン ト を 行 い ３ 年
② ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組の推進 学 年 全 体 で 取 タ ブ レ ッ ト 使 い こ な す 力 間を見 通した取り組みを行う。
指導主事 訪問での研究授業 り組めた。 も ア ッ プ さ せ て ほ し い 。

そ の た め に も ､ 一 人 一 人
③ 将来をえがく力を身につけさせるためのキャリア教育の充実 組 織 的 な 取 組 に あ っ た 指 導 を 工 夫 し て

を行えた。 ほしい。

豊 か な 心 評 価 指 数 評 価 指数 の達 成 度 総合評定 〈課題 〉
豊 の 育 成 と 〈自己評価結果について〉
か 安 全 な 環 ○ 全 て の 教 育 活 動 に お い て 人 権 尊 重 の 精 神 の 涵 養 を め ざ し て い Ａ 50.0 % (評 定 ) Ａ Ａ適切である 100.0 % ① 人 権 オ ー プ ン ス ク ー ル を 引 き 継
な 境 つ く り る。 Ｂ 50.0 % (所 見 ) Ｂ概ね適切である 0.0 % ぎ 、 平 日 開 催 で 、 た ん ぽ ぽ コ ー ラ ス
心 の推進 ○ 日 常 的 に 人 権 の 大 切 さ が 実 感 で き る 集 団 づ く り に 取 り 組 ん で Ｃ 0.0 % 豊 か な 心 の 育 成 を 目 指 Ｃ適切でない 0.0 % や 上 中 太 鼓 な ど 地 域 と の つ な が り を
の ( 心 身 の いる。 し 、 各 学 年 に 応 じ た 人 権 学 大 切 に 実 施 し た 。 春 の フ ィ ー ル ド ワ
育 安全） ○道徳教育において体験的な活動を積極的に取り入れている。 習 や 道 徳 の 授 業 を 展 開 す る 日 常 の 中 で 人 権 が ー ク も 故 郷 を 愛 す る 豊 か な 心 づ く り
成 ○特別活動において自己有用感を高めるよう努めている。 こ と が で き た 。 日 常 の 中 で 大 切 に で き る 集 団 づ に 欠 か せ な い 。 モ チ ベ ー シ ョ ン を 下

○ いじめ防止基本方針に基づきいじめ防止に取り組んでいる。 人 権 が 大 切 に で き る 集 団 づ く り や が で き て い る 。 げない ことが課題である。
く り に 取 り 組 め た 。 オ ー プ オ ー プ ン ス ク ー ル の ② Ｐ Ｔ Ａ 全 校 一 斉 除 草 作 業 は 雨 天 中

○ 自 分 か ら 進 ん で 大 き な 声 で あ い さ つ が で き る よ う に 指 導 し て Ａ 50.0 % ン ス ク ー ル の 発 表 も 成 果 を 発 表 も 成 果 が 出 て よ 止 と なった。今 後 も 実 施 し て い く か
い る。 Ｂ 50.0 % 上げた。 かった。 課 題 である
○ 場に応じた適切な敬語が使用できるように指導している。 Ｃ 0.0 % 安 全 で 衛 生 的 な 教 育 環 境 人 権 教 育 の 大 切 さ も ③ 生 徒 会 活 動 ・ 委 員 会 活 動 を 活 発 に
○ 職員室・校長室等への入退室の仕方について指導している。 の 構 築 に 向 け て 生 徒 と 教 職 わ か っ て く れ て お り 、 してい くための方策を考えたい。

員 が 一 体 と な っ て 美 化 ・ 清 生 徒 の 心 も 豊 か に 育
○ 清掃の時間、すべての教員が指導にあたっている。 Ａ 62.5 % 掃に取り組むこと ができた。 っ て い る と 思 う 。
○ 教室や廊下などの掲示物が美しく掲示されている。 Ｂ 37.5 % 全 体 的 に 自 分 か ら の あ い 〈改善 方策〉
○ 教室や廊下などの備品等が整理されている。 Ｃ 0.0 % さ つ に 課 題 は あ る が 、 あ い 〈今後の改善策について〉
○ 地 域 の 清 掃 活 動 に 参 加 す る な ど し て 、 地 域 の 環 境 美 化 に 努 め さ つ 運 動 や 清 掃 活 動 が で き Ａ適切である 100.0 % ① R 8県 人 権 大 会 で の 発 表 、 R 9の 道 徳
て いる。 て お り 、 場 に 応 じ た 言 葉 Ｂ概ね適切である 0.0 % 統 一 大 会 の 会 場 校 と し て 、 実 践 を 進

遣いもできている。 Ｃ適切でない 0.0 % め る に あ た り 、 授 業 研 究 会 な ど の 機
活 動 計 画 活 動 計画 の実 施 状況 生 徒 ア ン ケ ー ト に お い て 会 を 設 け ､モ チ ベ ー シ ョ ン を 下 げ な

は 「 概 ね 自 分 の こ と が 好 き い じ め の 問 題 や 、 他 人 いよう な学校づくりを行う。
① 安全で衛生的な教育環境の構築 全校体制での 取組 であ る 」生 徒は 昨年度 の 51. の こ と を 思 い や る 子 ど も ② 実 施 時 期 や 時 間 、 実 施 方 法 な ど を

に努力した。 4％ か ら 、 72. 8％ と 、 21. 4ｐ を引き続 き育てて ほしい。 検討し、やりがいのある行事とする。
ア ッ プ し て い る 。 こ れ は 自 自 己肯 定 感 や 自 尊 感 情が ま た 、 保 護 者 や 地 域 の 方 の 力 を 借 り

② 豊かな心を育む教育の推進 全 校 体 制 で 取 己 肯 定 感 や 自 尊 感 情 の 育 成 育 っ て い る こ と は 、 人 権 て、教 育環境の整備を行う。
り組めた。 に 大 き く 関 係 し て い る 。 先 教 育 を よ く し て い る こ と ③ 生 徒 会 活 動 の 活 性 化 を 図 る と と も

生 方 の 言 葉 か け に よ り 、 成 や ， 様 々 な 体 験 活 動 、 地 に 、 生 徒 自 ら が 考 え 行 動 す る 習 慣 を
③ 適切な言葉や態度を身につけさせるための指導の充実 全 て の 教 育 活 長 し て い る 子 ど も た ち の 様 域 と の 交 流 も 含 め て 、 成 全 て の 教 育 活 動 で 身 に つ け さ せ て い

動で推進した。 子が指標となって 現れた。 果の表れであると思う。 く。
信 頼できる友人の存 在（ 9 来 年 も 「 自 分 の こ と が 好

5.8％ ） や 、 体 験 活 動 実 践 活 き で あ る 」 子 ど も た ち を
動 で の よ い 影 響 （ 8 4 . 0％ ） 育ててほ しいと思 う。
も指標となって現 れており、 人 権 教 育 や 道 徳 教 育 の
豊 か な 心 の 育 成 に 貢 献 し て 中 で 公 衆 マ ナ ー に つ い て
いる。 も も っ と 取 り 上 げ て い っ

てほしい。



評 価 指 数 評 価 指数 の達 成 度 総合評定 〈課題 〉
食 育 ・ 安 〈自己評価結果について〉 ① 様 々 な 場 合 を 考 え た 避 難 訓 練 の
全 ・ 体 力 ○ 部 活 動 や 本 人 ・ 保 護 者 へ の 啓 発 に よ り 運 動 習 慣 の 推 進 を し て Ａ 35.3 % (評 定 ) Ｂ Ａ適切である 25.0 % 実 施 が 課 題 で あ る 。 ア ン ケ ー ト 分 析
等 い る。 Ｂ 64.7 % (所 見 ) Ｂ概ね適切である 75.0 % に よ り 、 睡 眠 時 間 が 確 保 で き て い な

健 心 身 の 健 ○ 給食などを通して食育を意識した指導に努めている Ｃ 0.0 % 避 難 訓 練 ・ 交 通 安 全 Ｃ適切でない 0.0 % い 生 徒 が 増 え て い る こ と が 浮 き 彫 り
や 康の増進 ○交通安全・防災への意識を高めるよう取り組んでいる。 教室は例年どおり実施。 に な っ た 。 毎 朝 朝 食 を 食 べ る 生 徒 が
か ○ P B Sで 自 己 肯 定 感 を 高 め 、 生 徒 の 心 の 健 康 の 維 持 に 取 り 組 ん 家 庭 科 ・ 食 育 の 授 業 や 自 転 車 通 学 を し て い る 8 7 . 4 ％ と 9割 に 充 た な い た め 、 授 業
な で いる。 給 食 指 導 に よ り 食 へ の 生 徒 が 多 い の で 、 交 通 安 や 日 々 の 給 食 で 食 育 へ の 意 思 を さ ら
体 意 識 は 高 ま っ て い る 。 全 教 室 の 実 施 は 必 要 で あ に 高 め て い き た い 。 体 育 的 部 活 動 を

○ 互いに支え合い、仲間とつながりあう授業活動をしている。 Ａ 62.5％ 体 育 の 授 業 は 好 き な 生 る。 する生 徒の数は限られている。
Ｂ 37.5％ 徒 は 多 い が 、 運 動 量 に 〈改善 方策〉
Ｃ 0％ つ い て は 二 極 化 が 進 ん 〈今後の改善策について〉 避難 訓練の計画を検討する。

でいる。 Ａ適切である 25.0 % 心 身 の 健 康 を 維 持 で き る よ う 、 養 護
活 動 計 画 活 動 計画 の実 施 状況 心 の 健 康 維 持 の た め Ｂ概ね適切である 75.0 % 教 諭 、 Ｓ Ｃ と と も に 改 善 策 を 探 る た

に も 支 え 合 う 仲 間 づ く Ｃ適切でない 0.0 % め に 、 分 析 を 行 い 、 生 徒 会 や 専 門 委
① 心身の健康増進（食育・安全） 組 織 的 な 取 組 りを推進していきたい。 員 会 と も 連 携 し て 主 体 的 取 り 組 み に

を行えた。 睡 眠 時 間 の 問 題 は 家 庭 つなげ る。
の 協 力 も 必 要 。 睡 眠 時 間 食 育 に つ い て は 、 家 庭 科 の 授 業 の
に つ い て 、 家 庭 へ の は た 中 で 栄 養 教 諭 と 養 護 教 諭 の 知 識 と 経
ら き か け が 必 要 だ と 感 じ 験 を 生 か し な が ら 進 め る 。 部 活 動
る。 へ の 参 加 を 推 進 す る と と も に 体 育 の

授 業 へ の 、 積 極 的 参 加 や 余 暇 時 間 の
運動へ の参加を推奨する。

家 開 か れ た 評 価 指 数 評 価 指数 の達 成 度 総合評定 〈自己評価結果について〉 〈課題 〉
庭 学 校 づ く Ａ適切である 75.0 % Ｈ Ｐ や 学 校 だ よ り 等 、 学 校 の 様 子
・ り ① Ｈ Ｐ ・ 各 種 た よ り （ 保 健 だ よ り ・ 給 食 だ よ り ・ 人 権 だ よ り ） Ａ 68.8 % (評 定 ) Ａ Ｂ概ね適切である 25.0 % が よ く わ か る よ う に お 伝 え す る か
地 等 を通して開かれた学校を目指している。 Ｂ 31.3 % (所 見 ) Ｃ適切でない 0.0 % が 、 引 き 続 き 学 校 の 課 題 で あ る 。 オ
域 ② 教 職 員 は 、 体 験 活 動 の 充 実 や 地 域 行 事 へ の 参 加 に 取 り 組 ん で Ｃ 0.0 % Ｈ Ｐ の 更 新 と 各 種 た オ ー プ ンス ク ー ル な どは ー プ ン ス ク ー ル は 、 子 ど も た ち の 発
・ い る。 よりは定期的に 行った。 年 々 、 保 護 者 が 増 え て き 表 、 授 業 参 観 、 人 権 落 語 も 好 評 を い
関 地 域 連 携 に も 力 を 入 れ ているように思う。 た だ い た の で 、 来 年 度 へ も 引 き 継 ぎ
係 活 動 計 画 活 動 計画 の実 施 状況 た 。 オ ー プ ン ス ク ー ル 〈今後の改善策について〉 た い 。 地 域 行 事 や 職 場 体 験 等 も 地 域
機 の 発 表 の 日 に 授 業 参 観 Ａ適切である 75.0 % と の 連 携 が で き て い た と 思 う が 教 職
関 ① ＨＰの更新・各種たより配付 全 校 体 制 で 取 も実施できた。春と秋、 Ｂ概ね適切である 25.0 % 員 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ と の 調 整 が 課
と り 組めた。 ２ 回 授 業 参 観 が 実 施 で Ｃ適切でない 0.0 % 題であ る。
の ② 地域連携 きた。 保 護 者 へ の お 知 ら せ な 〈 改 善 方 策 〉 体 育 館 で の 発 表 会 形
連 教 職 員 は 体 験 活 動 の ど は 学 校 が 工 夫 し て い る 式 の オ ー プ ン ス ク ー ル に 、 教 室 で
携 充 実 や 地 域 行 事 へ の 参 が 、 家 庭 で は そ れ を 見 て の 授 業 参 観 を 加 え る こ と に よ り 、 学

加に取り組んでいる。 いるかどうか確認が必要。 校 の 様 子 を わ か っ て い た だ く 機 会
来 年 も 地域 と 交 流 し 、行 を 増 や し た 。 引 き 続 き 、 Ｈ Ｐ の 更
事に取り組んでほしいし、 新は続 けていく。
多 く の 生 徒 の 参 加 を 期 待 ③ 教 職 員 に 地 域 行 事 へ の 参 加 を 引
したい。 き 続 き お 願 い し た い と 考 え て い る
様 々 な 課 題 に つ い て の が 、 働 き 方 改 革 と の 兼 ね 合 い も 視

Ｐ Ｔ Ａ で の 話 し 合 い も 大 野 に 入 れ て 検 討 し て い く 。 職 場 体 験
切だと思う。 は実施 していく。

評 価 指 数 評 価 指数 の達 成 度 総合評定 〈自己評価結果について〉 〈課題 〉
働 教 育 力 の Ａ適切である 50.0 % ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス に 対 す る 考
き 向 上 と 持 ○教職員が自身の勤務時間を把握し、自己管理を行っている。 Ａ 23.5 % (評 定 ) Ａ Ｂ概ね適切である 50.0 % え 方 を 全 て の 教 職 員 で 共 有 し 、 引 き
方 続 可 能 な ○教職員が費用対効果、時間対効果を考えた効率的な活動を進めている。 Ｂ 64.7 % (所 見 ) Ｃ適切でない 0.0 % 続 き 教 職 員 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ を 尊
改 学 校 づ く ○月平均時間外在校時間が４５時間以内に抑えられている。 Ｃ 11.8 % 啓 発 に よ り 教 職 員 の 重 す る と と も に 、 生 徒 の ウ ェ ル ビ ー
革 り の た め ○年次有給休暇が年間１５日以上取得されている。 意 識 改 革 が あ る 程 度 進 ま だ 、 先 生 の 負 担 は 大 イング にも思いをはせたい。

の 働 き 方 み、 き い よ う に 思 う 。 個 々 の 校 内 の 業 務 改 善 だ け で は 、 業 務 量
改 革 の 推 ○ 統 合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム ・ グ ル ー プ ウ エ ア を 適 切 に 活 用 し て Ａ 29.4 % 月平均時間外在校時間 格 差 も う か が え る 。 部 活 を 大 き く 削 減 す る こ と は 難 し く 、 1
進 い る。 Ｂ 58.8 % 2 8時 間 5 1分 /月 や 年 休 取 動 指 導 員 等 、 外 部 人 材 の 部 の 教 職 員 へ の 負 担 が 増 え る た め 、

○ 会議の時間短縮が図られている。 Ｃ 11.8 % 得日数 活 用 が さ ら に ス ム ー ズ に い か に 負 担 感 を 減 ら す こ と が で き る
○ 行事の精選や統合が行われている。 16日 4時 間 40分 い く よ う に な れ ば 、 負 担 かが課 題である。
○ 校務の効率化等が図られている。 ( 県 費 教 職 員 の R 7 .１ 月 ～ 1 2月 の 取 得 日 数 の 平 も 少 な く な る の で は と 思 部 活 動 の 地 域 移 行 や 活 動 時 間 に つ

均) う。 い て 国 ・ 県 ・ 市 の 動 向 を 注 視 し 、 本
○ 平日に１日、土日に１日の休養日が設けられている。 Ａ 58.8 % に つ い て は 、 昨 年 度 よ 〈今後の改善策について〉 校 に お い て も で き る こ と か ら 検 討 に
○ 平 日 で ２ 時 間 程 度 、 土 日 で ３ 時 間 程 度 の 活 動 時 間 が 守 ら れ て Ｂ 41.2 % り さ ら に 成 果 が 上 が っ Ａ適切である 50.0 % 入る必 要がある。
い る。 Ｃ 0.0 % た。 Ｂ概ね適切である 50.0 %
○ 定期テスト前などは、家庭学習の時間が十分確保されている。 し か し な が ら 、 1部 の 教 Ｃ適切でない 0.0 % 〈改善 方策〉

諭 に 業 務 が 偏 る 部 分 も 働 き 方 改革 を 進 め な がら ① 日 頃 か ら 教 職 員 同 士 が コ ミ ュ ニ ケ
活 動 計 画 活 動 計画 の実 施 状況 あ り 、 改 善 が 必 要 で あ も 、 い ろ い ろ な 工 夫 を し ー シ ョ ン を 図 り 、 気 軽 に 相 談 し 合 え

る 。 ま た 、 県 市 の 事 業 て 子 ど も た ち の た め に 先 る人間 関係の構築を図る。
① 教職員のウェルビーイングによる教育の質の向上 計画的に啓発・改善 を 利 用 し 外 部 人 材 の 教 生 が 授 業 や 生 活 に 携 わ っ ② 学 校 行 事 や 校 務 に つ い て 働 き 方 改

が行えた。 育力を活用した 。 て く れ て い る こ と が よ く 革 の 視 点 で 見 直 し を 行 う 。 校 務 支 援
部 活 動 の 活 動 方 針 を わ か る 。 さ ら に 、 校 務 の シ ス テ ム 等 の 活 用 に つ い て の 校 内 研

② 業務改善の推進 組 織 的 な 取 組 遵 守 し 、 適 切 な 部 活 動 分担が進むとよいと思う。 修を実 施する。
を行えた。 の運営が図られた。 新 年 度 に な っ て 、 職 員 ③ 生 徒 ・ 保 護 者 、 地 域 、 教 職 員 の 状

が 変 わ っ て も 、 人 間 関 係 況 を 十 分 に 考 慮 し 、 長 期 的 な 展 望 で
③ 部活動の適正化 職 員 共 通 理 解 を築いてほしい 計 画 的 に 部 活 動 の あ り 方 に つ い て 議

のもと行えた。 論する 場を設ける。

総合評価の基準 Ａ 目 標を上回 っている (方 策 を 十分 実 践して い る ) Ｂ 目標を ほ ぼ 達 成し て い る (方 策を ほ ぼ 実践 し て いる ) Ｃ 目標 を 下 回って い る (方 策 をあ ま り 実践 し て いな い )


